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の得 られた45名(95.7%)の無記名 自記式質問紙調査票である。調査項 目は、映像に対する関心の有無とその
理由、高齢者に対する関心度、意見や感想である。その結果、映像をみた学生の8割 以上が、高齢者への
興味や関心をもち、高齢者 と関わってみたい と回答 したことから、学習意欲を高める教材 としての効果が
期待 された。高齢者が生活 しているありのままの映像を用いることで、日常生活動作、援助、介護者の思
いなどを捉えていたことか ら、看護者 としての観察力を身につける教材 とな りうることが示唆された。
キーワー ド:老年看護学、教育方法、視聴覚教材、高齢者理解
 Students reaction to original audio-visual materials de igned to
         facilitate und rstanding the elderly
Yoko YASUKAWA1), Terumi KIJIMA1), Mariko OTSUKA2), Atsuko TANAKA2),
         Yu MARUYAMA2), Akiko OKUMIYA1)
1)Department of Nursing, School of Health Science, Sapporo Medical University
2)Department of Nursing, School of Health and Social Services, Saitama Prefectural University
 We studied the reaction of nursing students to teaching materials for Nursing introduction II
(taught at the end of the first year) that use visual images of the daily lives of elderly living in their
homes. The participants in the study were 45 nursing students at the university who agreed to fill in
anonymous questionnaires (45 of 47 students (95.7％) agreed to participate). The questionnaire asked
about how interesting the visual images were and why, their interest in the elderly and other opinions
and comments.
 Over 80％ of the students who used the audio-visual materials expressed an interest in the elderly.
Their answers indicated they were interested in relating to the elderly, which made us hopeful that
this kind of teaching material will help raise student motivation to study. The audio-visual materials
of elderly in their activities of daily life, showing their needs and caregivers' feelings made it possi-
ble for the students to more easily visualize their role as nurses.
 The students achieved their study goals through the use of audio-visual materials taken from the
real lives of elderly, indicating the effectiveness of these study materials.
Key words:Gerontological Nurs ng,teaching method, audio-visual materials, understanding the ld-
      erly
                       Bull. Sch.Hlth.Sci.Sapporo Med. Univ 13:71-78(2011)

































































　 老年期の特徴 として学習 した知識を活用 し,老化現象 が顕 著に現れて
いる超 高齢者 の特徴を理解 し,老 年看護学の対象 となる超 高齢者 への看
護 の動機 づけを高める.
目標
1)対象 となる超 高齢者 の活動 ・参加(生 活状況)の 実際 を知 るこ とが
　 できる.
2)対象 となる超 高齢者 の身体 的な特徴 として,元 気そ うで若そ うに見
　 えても,予 備 力が乏 しいこ とが理解でき る.
3)対象 となる超 高齢者 の身体構 造 ・心身機 能の老化に よる特徴 を示す
　 情報 に気 づき,理 解す るこ とができる.
4)対 象 となる超 高齢者 の個人 因子の うち,価 値観や信念 を知 ることが
　 できる.
5)対象 となる超 高齢者の環境(物 理的,人 的,制 度)を 知 ることが で
　 きる.
6)1)～5)の 情報は相互に関連 し合 っているこ と(ICFの概 念構 造)
　 が理解で きる.
7)超高齢者 の現在の状況は,長 い時間経過 に よって創 られてい ること
　 が理解で きる.
8)超 高齢者の看護 として,そ の人 の意思を尊重す ることが重要で ある
　 と感 じることがで きる.

































1.映像 に対す る関心 につ いて
　 1)映 像 の中で驚いた場面につい て「あった」は37名(82.
2%)、「なか った」 は8名(17.8%)であった。 具体的な内
容の記述数 は47で、　 【自立度の高 さ】、　 【加 齢に伴 う身体
変化 】、　 【他者 との交流】、　 【計算問題 がで きる】の4つ
のカテ ゴ リーが抽 出された。(表2)
　 2)映 像の 中で興 味や関心 が持 てた場面 について 「あ っ
た」は39名(86.7%)、「なかった」 は6名(13.3%)であっ
た。 具体 的な内容 の記述数 は54で、 【ひ孫 との関わ り】、
【自立度 の高 さ】、　 【本人 の意欲 】、　 【介護方法 】、　 【関
わる人 の声 のかけ方 】、　 【高齢者 の気持 ち】、　 【全般的 に
興味あ り】の7つのカテ ゴ リーが抽出 された。(表3)
　 3)映 像全般 に対す る感想 の記述数 は73で、　 【高齢者 に
注 目した もの】、 【介護者 に注 目した もの】、 【看護者 と
しての視 点】、 【本視聴覚教材 に関す る こと】の4つ のカ
テ ゴリー が抽 出 され た。　 【高齢者 に注 目した もの】のサ ブ
カテ ゴリーは 『自立度 の高 さ』、『高齢者 の心理』、『理解力
の高 さ』、『他者 との交流』、『身近 な高齢者 との比較』、『日
常生活状況』、『高齢者 になる こと』、『驚 き』 であった。　 【
介護者 に注 目した もの】のサブカテ ゴリーは 『介護 の大変
さ』、『老老介護』、『介護 の様子』、『声掛 け』 であった。　 【
看護者 としての視 点】のサブカテ ゴ リー は 『本 人の力 を大
切 にす る関わ り』、『本 人の意思 の尊重』 であった。　 【本視
聴 覚教材 に関す る こと】のサブカテ ゴリーは 『意 見』、『わ
か りやすい』、『勉強 になった』、『興味が持 てた』であった。
(表4)
2.高 齢者に対す る関心度について　　(図1)
　 高齢者 に対す る関心度3項 目の回答 は5段階評定法 であ
る。1)興 味や関心 を持 つ こ とが できたか は 「とて もで き
た」23名(51.1%)と「まあま あで きた」17名(37.8%)を
合わせて40名(88.9%)であった。2)実 際 に会 ってみた
表2　 驚いた場面の具体的な内容
記述数　47
カテ ゴ リー 主な記述内容
自立度の高さ ・100歳を超 えて も,自 力で出来る事がす ごく沢山あって驚いた.ベ ッドか ら起 き上がる ・トイ レへの移動 ・食事 ・椅子か ら立ち上がる ・
顔 を洗 うな ど.
・101歳で要介護4との ことだったので,も っ と色々出来ない ことがあるのか と思っていた ら,動 きは確 かにす ご くゆっ くりだけれ ど,自
分で出来 ることは途中までで もやっていたので驚 いた.
・筋力が衰 えている と言って も,ほ とん ど1人で移動がで き,食 事や排泄 もほぼ1人で可能 であったこ と.一番 びっ くりしたのは,ベ ッ ド
上で1人で上体 を起 こせ ることだ った.介 護が必要な場 面を考 えた時,初 めに思いっいたのがベ ッ ドで上体 を起 こす ことで あったため,
余計び っくりした.
・自分で食事 をとった り,ト イ レに行った り,101歳で もあんなに元気に暮 らしていけ るんだ ととて も驚いた.
・骨折 した後で も自分でかな り歩 く事ができていた こと.
・私が想像 していた101歳の方の行動 よ りも しっか りしてい る部分が多かった ように感 じた.寝 たき りの状態でない とい うことが,行 動
範囲や意欲に も大き く影響する と思った.
・入浴す る場面,自 分で立ちあがった り,洗 った り,デ イサー ビスの人の援助 が最低 限であったこ と.
・意外 と超高齢者が しっか りと意識を持っている こと.
・指示に従 えていた こと.
加齢に伴う ・力む ことができな くな り,下 剤を服用 しない と便を出せない こと.
身体変化 ・排便す る力がな くな り2日に1回薬を飲む ことに も驚いた.
・尿意 を感 じることす らできな くなる こと.
・排泄の時に 自分でズボンを脱 ぐことはできないが,は くことはできるこ と.
・入浴の場面で全身の皮膚が垂れ下がっていた こと.
・体の皮膚が垂れて,血 管がよ く見える こと.
・す ごく足が細 く,筋 力の低下がわか りやすかった こと.
・体の痒みが強い とい うこと.
他者との交流 ・話 をす ることがあま りない こと.
・あ まり言葉を発 していなかった こと.話 す とい う動作が疲 れて しま うこ となのかも しれ ないが,さ み しい感 じが した.
・入浴時 しゃべった こと,居 間でひ孫たち と遊んでいて笑った こと.普 段無表情 で黙 っている時とのギャ ップに驚いた.
・自分が好 きな入浴や,ひ 孫 と遊ぶ時な どは明 らかに元気が違った ところ.
・家庭ではほ とん ど言葉を発する ことがなかったが,施 設でのデイサー ビス中に職員 と話 した り,入浴 中に笑 った とき.
・表情の変化は,時 々笑顔 が見 られる程度で,あ ま り変化がない こと.
計算問題が ・数学のプ リン トを解いた りする ことがある と思わなかった.
できる ・計算問題をやっている ところ.し ゃべ らない し,意 思をあま り表 していなかったの で,ポ ー ッと してい るのかな と思 っていたが,し っ
か り計算 ができるくらいの処理 能力があるこ とに驚 いた.






ひ孫 との関わ り ・ひ孫の顔を見て笑っている顔を見て,高 齢者に とって何 をしてい る時が楽 しいのか興味 を持 った.
・ひ孫 と接 してい る時のおばあちゃんの表情が とて もよくて,子 供や赤 ちゃん と接す ることが大切 だ と思った.
・子供 と遊んでい るときにすばや く動いていた ところ.
自立度の高 さ ・全介助 とい うわけではな く,で きる事 も沢山あった こと.
・筋肉 も衰えて,行 動するのが大変だろ うに,か な りの ことを1人で行 える事 に感 心 した.
・あま り物事を発 しないが,朝 起きた時や,ト イ レ,入 浴,食 事 と日常の様々な場面で ど うす るべ きかを理解 し,自 分で行な うこ
とができている こと.
・食 事や排 泄な ど,沢 山の場面で 自力でできる事はなるべ く自分でやっていた ことが,印 象的で あった.
・意 外 と自分の力で出来るこ とが多い と思った.
本人の意欲 ・計算プ リン トを行 っている時,文 字を書 くス ピー ドはゆっ くりだったが,ほ とん ど答えはあって いたとい うシー ンが印象深い.
・娘 さんが大腿骨骨折の ことにつ いて語ってい る場面で,「自分が したい ことをす るために,自 分 が痛 くない程度ま で動 く」 とい
う言葉.リ ハ ビリを熱 心に しす ぎて も他 の部分を痛めた り,し ない と衰えてい くのだ と改めて感 じた.
・家 ではあま り反応 しないのに,デ イサー ビスではきちん と返事ができるのは どうしてか気にな った.
・家族 と他 人の返事の しかたの違 い.
・デ イサービスの入浴 の場面では,職員 の人が大き くゆっ くりと話 しかける と,き ちん と相槌を して いた.
介護方法 ・全体 を通 して,自分 でできることはできるだけ自分で させ ている場面
・家族 も,そ の他介護者 も,"残 っている機能 を活 かす"援 助 を していた.こ うした援助があるか ら,食 事や トイ レな どはある程
度 自立 して行 う事 ができるのだなと感 じた.
・周 りの人の介護 が してあげるだけのものではなかった.
・入浴時 にあった,シ ャワー の上につ いている手す り.画期的 である と思った.
・介護 の方法 につ いてどのよ うな介護が あるのか,適 しているのか.
・入浴 の仕方 ,排泄 の仕方 など.高 齢者 と一緒 に生活 したこ とがないので,初 めて見るこ とができた.
関わる人の声のかけ方 ・介護す る側が たくさん声 をか けて あげることは介護 され る側 に とって安 心す るだろ うな と思った.
・1つ1つの動作 を行 う際 の,声 掛 けの大切 さを感 じた.
高齢者の気持ち ・高齢者が どん なもの,こ とに興味や関心 を持つ のか.
・介護 され るとい うことにどの ように感 じて いるのか.
全般的に興味あり ・ほとん ど全て に興味 を持て ました.




自立度の高 さ ・101歳になる と目や耳 も不 自由で,身 体 も不 自由で,介 護者 に全 て任せ てい るとい うイメージがあ ったが,予 想 していた
よりも自ら動 くことができていたのです ごい と思った.
高齢者の心理 ・何 もか もが誰かのお世話になっていて,ど う思っているのだ ろうと思 った.
・自分の意志を全 く伝 え られないのは辛 くないのかな と思った.
・あま り話す人ではなかったので,毎 日生活 していて どんな ことが楽 しいのか聞いてみた い.
・家族の前では全 く話 さないが,色 々考えているのではないか と思 った.
理解力の高さ ・自分でやった り,何 を しよ うとしているのか もわかってい る様子 もす ごい と思 った.
高 ・自分の意志で,理解 し行 動 しているのが とて もす ごい と思った.
齢 他者との交流 ・沢山の人々の協力があってこそ,Aさ んの生活は成 り立ってい るのだな と思 った.
者
・身の周 りにいる人に対 してあま り口を聞かな く,表 情 もあま り変わ らなかったが,外 では声 を出 して返事 を した り,ひ 孫
といる ときは笑顔 を見せ た りする様 子が見 られたのが驚いた.
に ・あま り話 さないので,体 の どこかが痛 かった りした ときに伝 えるのが とて も遅 くな るのでは ないかと思 った.
注 身近な高齢者との ・100歳の曾祖母 がいますが,Aさ ん と比較 して色々な違いがあ ることが わかった.私 の曾祖母 の方が表情が豊かで あ り,




・96歳の高齢者 がいるが,と ても元気 で普通に生活 している.や は り,小 さい頃の経験や努力な どが今 出て来 ていると感 じ
る.
・98歳になるまで健在 だった曾祖母 がいたため,介護 の様 子は実際に見て体験 した ことに近い ところもあると思 った.
も ・自分 の祖 父母 よ りもかな り年 上だったので祖 父母 との違 いがかな りあった.
の 日常生活状況 ・自分 でできるこ とは自分 でや ることや ,自分 の意志 で動 くこ とが大切だ と思った.
・全 ての動作 があんなにゆっく りであるのだ と思った.
・超 高齢者 の方 の生活 は大変 そ うで自分 自身 でできている事 も多いが介護 な しではや は り成 り立っていかない と思 った,
・歳 を重ねていく と出来 ないことはや は り増 えていくが少 しだけで も手を貸 して くれれ ば出来る事はまた増 えてい くのだ と
思 う.
高齢者 になること ・人 とのつなが りや ,人 が1人では生 きてい けない と感 じるの は,高 齢 になってからかも しれ ない と感 じた.
驚き ・驚 く こ と ば か りだ っ た .













介護の大変さ ・歳 を とるにつれ て 自分で出来る事 の幅 が少 なくな り,周 りの人の介助が必要に なり,本 人 にとって も周 りの人 にとって も
大変な事が多 くなるのだなあ と改 めて感 じた.
・自分では,言葉 をなかなか発 してはくれ ない人を相 手に介護 をす るのは,と て も大変な ことだ と思 った.
老老介護 ・超 高齢者 を1人に してお くことはで きず,周 りの誰かが見ていない といけないのは大変である と感 じた.
・高齢者 が高齢者 を介護す るとい うことにつ いて,大変 な苦労が あると思 った.
介護の様子 ・生活 の順番や習慣 を決 めて毎 日送 るよ うに介護者が していた.
・介護 をす る人たちは手伝 いす ぎず にできることをや らせて いた ことが印象に残 った.
声掛け ・介護者 は,は っき り明るく反応 がなくても声掛 けを していて,大 切だ と思 った.









・自分でで きそ うな所は何 もかも援助す るのではな くなるべく自分でや るように促すのが リハ ビ リにもな るし良い と思った.
・見守 りなが ら,自 分 でできることはさせ ることが大切だ と思 った.
本人の意思の尊重 ・101歳,要 介護 と聞いただけで,私 は寝た きりに近い状態 を想像 して しまっていたが,Aさ んは言葉 こそあま り発 しない
ものの,人 の話 は理解 している し,非常 に緩慢では あるが 自分の ことは 自分でで きてい るので,本 当に驚いた.老 年の方









意見 ・生い立ち部分の写真 が流れ るのが速す ぎてよく考 える時間がなか った.
・音 声を聞きと りにくかった.
わか りやす い ・こ うした事例 を,話 で聞くのではな く,映 像で見れ るのは とて も伝わ りやす く,こ うい う授業 もいいな と思った.
・嬉 しい時や楽 しい時 は素 直に笑 うた め,感 情の変化がわか りやすかった.
・立場 の違 う人が どのよ うに高齢者 と接す るのか,と い うこともわかって良かった.
勉 強になった ・普段 は100歳以上の高齢者を見る機 会がないため,初 めて じっく り見るこ とができて,と ても勉 強になった.
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図1　高齢者に対する関心度　n=45
い と思 ったかは 「とて も思 った」17名(37.8%)と「まあま
あ思 った」23名(51.1%)を合 わせ て40名(88.9%)であっ




　今回の授業 に対す る意見や感想の記述数は24で、　 【視聴













カテゴリー サブカテ ゴリー 主な記述内容
勉強や参考になった ・こうした事例を紙面や 口頭でな く実際の映像 と して見 た方が よ り勉強 になるな と感 じた.協 力 していただ くこ
とは簡単ではないが,こ うした学習が もっと増 えて もよいと思 った.超 高齢者 について とても興味を持った.
とて も勉強にな るビデオだった.
・超高齢者の生活,ま たそれを取 り巻 く人た ちの生活が よくわか り,と ても勉 強になった と思 う.
・家族,ヘルパー,デ イサー ビスの面か らの介護 が具体的にどの よ うに超高齢者に行われているか知 る事 ができ,
参考になった.
・事前に映像に出て くる超高齢者の方の基本情報が あったので,理 解 しやす かった。
視 ・今回,2回ビデオを鑑賞 して,1回目は解説 な しで 自分でまず気付 くこ とか ら始めて,2回 目に解説 をつ ける と





さや,援 助を受けている人それぞれに合わせた援助の必要性がわか り,と ても勉 強にな りま した.
・育ち方によって変化する とい うの も改めて認識で きた と思 う.
・若い頃,活 発に活動 している人は老化現象がお こって も計算がで きた りしていたので,ど んな生活を してきた
使
用
かが老化に関わって くる ことを知 ることがで きた.
・以前は出来た ことが少 しずつ困難になってい く高齢者の気持 ちを十分 に理解 し,適度 な介助 を行ってい くこと
が大切だ とい うことがわかった.
高齢者のイ メージが変わった ・超高齢者は,あ ま り自分か ら活動す るイ メー ジがなか ったが,今 回の ビデ オを見てイメージが変わった.
驚きはない ・身近に超高齢者 がいるので,あ ま り新 しい驚 きとい うのはなか った.
不安になった ・自分や親が超 高齢者 になった とき,ど んな気持 ちで どの ように過 ごしてい るのか興 味を持 つ と共に,少 し不安




解説や説明が欲しい ・映像の中に,少 しで も解 説が入っていた方がわか りやすい.
・生い立ちの ところに もう少 し解 説を加 える とよりわか りやすい.
・心身機 能や身 体構造 についての説明を もう少 し加えて くれ ると良かった.
要 教
望 材 写真の切 り替わ りが早い ・写真が切 り替わるのが少 し早い と思った.




い ・関わ りたい ・身 近に超 高齢者 がいないので,会 う機 会が設け られればいい と思った.実 際 に話 を してみ たい と思った.
・今 まで老年 に対 してあま り良いイメージがなかったが,高 齢者 とた くさん接 してみ たい と思 った.老 人ホーム
る授 に訪 問す る授業 な ど,高齢者 と接す る機 会がほ しい と思った.
希 業













ることが期待 された。 これ らの理由として映像の内容がシ










































が観察 した内容 も情報 として活用できるようになると考え
る。そして、アセスメン ト能力をつけるために、観察 され
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